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症 例

義歯用アクリル系レジンが原因と考えられた口腔扁平苔癬様病変の 1 例
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A case of oral lihenoid lesions induced by denture acrylic resin
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【緒言】口腔扁平苔癬は HCV 感染，薬剤，金属などに対するアレルギーが原因となって口腔粘膜に発症す
る炎症性角化病変である．今回，義歯材料であるアクリル系レジンによる口腔扁平苔癬が疑われた患者に対
し，熱可塑性ポリエステル系レジンを使用した義歯に置き換えたことにより完治した症例を報告する．

【症例の概要】71歳の女性．両側頬粘膜の違和感を主訴として紹介来院した． 1か月前にかかりつけ歯科医
院にて義歯を修理後，頬粘膜に違和感を覚え，徐々に増悪してきたという．初診時，両側頬粘膜に接触痛を
示す網状白斑を認めた．義歯の修理に用いた即時重合レジンによる口腔扁平苔癬を疑い，ステロイド軟膏と
含嗽薬の使用により症状の改善を図るとともに，紹介医に義歯の新製を依頼した．義歯新製後に症状は若干
改善したものの，頬部の線状白斑が僅かに残存するとともに，時に接触痛も認めたため，熱可塑性ポリエス
テル系レジンを使用した義歯を製作し，使用してもらったところ， 1か月で白斑が消失し，その後再発も認
めなかった．

【結語】今回，アクリル系レジンが原因と考えられる口腔扁平苔癬様病変を経験した．口腔扁平苔癬はアレ
ルギー反応による炎症性角化病変であり，発症時からその数週間前の生活状況を十分に聴取し原因を探索す
ることが治療に不可欠であると考えられた．
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Oral lichen planus is an inflammatory keratinized lesion that develops in the oral mucosa. It is caused 
by an allergic reaction to metals, drugs, or HCV infections. We will present a case of a patient suspected of 
oral lichen planus caused by a reaction to denture acrylic resin.

A 71-year-old female patient complained of sharp pain in the bilateral buccal mucosa. The patient had 
experienced discomfort in the buccal mucosa after having her dentures repaired one month prior and the 
pain had gradually become worse. During the initial diagnosis, bilateral white striations and erythema were 
found on the buccal mucosa. The lichenoid reaction was considered to be due to the resin monomer used in 
the repair of the dentures. The Erythema and sharp pain were treated using topical corticosteroids and the 
removal of the repaired dentures. Follow up was performed six months later using new acrylic resin den-
tures. However, the white striations and discomfort still remained. Finally, a thermoplastic polyester resin 
denture was used, after which the lesions disappeared and did not recur.
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緒 言

口腔扁平苔癬は種々の抗原に対する慢性的なアレル
ギーが原因となって口腔粘膜や皮膚に症状を現す炎症
性角化病変であり，組織像として上皮の角化，基底膜
の破壊，上皮下の T リンパ球の帯状浸潤を示す疾患
である1）．今回，義歯材料であるアクリル系レジンに
よる口腔扁平苔癬が疑われた患者に対し，熱可塑性ポ
リエステル系レジンを使用した義歯に置き換えたこと
により完治した症例を報告する．

症 例

患　者：71歳　女性．
初　診：平成25年 5 月．
主　訴：両側頬粘膜の違和感．
既往歴：不整脈，脂質異常症．
家族歴：特記事項なし．
現病歴： 1か月前にかかりつけ歯科医院にて義歯を

即時重合レジンにて増歯修理後，数日後より頬粘膜に
違和感を覚え，その後，接触痛を認めるようになった
という．発症より 1か月経過をみるも，症状は軽快せ
ず，徐々に増悪傾向を認めるため精査の目的で当院を
紹介された．
現症：両側頬粘膜に線状・網状白斑ならびに同部の

接触痛を認めた．両側頬粘膜を擦過するも，白斑の剥

離を認めなかった（図 1）．
臨床診断：口腔扁平苔癬様病変．
処置および経過：初診時，義歯の増歯修理後より症

状が出現したことから，義歯修理に用いた即時重合レ
ジンによる口腔扁平苔癬様病変を疑い，義歯をはずし
ておくことを指示するとともに，デキサルチン® 口腔
用軟膏 1 mg/g（以後，軟膏と略す）とネオステリン
グリーンうがい液0.2%® を（以後，含嗽薬と略す）を
処方した．初診より 8日後に再診，白斑の僅かな消失，
疼痛の改善を確認した．義歯をはずしての症状の消退，
軟膏と含嗽薬の使用により症状の改善を認めたことか
ら，紹介医に義歯の新製を依頼した．新義歯製作 1か
月後の経過観察では，症状は若干改善したものの，頬
部の線状白斑が僅かに残存するとともに，時に接触痛
も認めた（図 2）．引き続き軟膏と含嗽薬の使用を継
続し，さらに半年間経過観察するも，症状は出現と消
退を繰り返した（図 3）．そこで，当院補綴科に相談
して残留モノマーの溶出が少ない熱可塑性ポリエステ
ル系レジン（エステショットブライト®，株式会社ア
イキャスト，京都，日本）を使用した義歯を製作する
こととした．熱可塑性ポリエステル系レジン義歯装着
2週間後より，症状は徐々に緩解する傾向にあった．
両側頬粘膜の線状網状白斑および接触痛は装着後 2か
月の経過観察時には完全に消失した（図 4）．現在，
熱可塑性ポリエステル系レジン義歯を製作し，おおよ

The history and typical oral lichenoid lesions are usually sufficient to diagnose oral lichen planus, 
although laboratory studies and a biopsy may also be required.

Key words: oral lihen planus, oral lichenoid lesion, allergy, resins

図 1 　初診時の口腔内写真
両側頬粘膜に線状・網状の白斑と発赤・びらんを認めるを認める．
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そ 2 年近くになるが，再発は認めず，経過良好である．

考 察

口腔扁平苔癬は HCV 感染，薬剤，金属，ストレス
などに対するアレルギーが原因となって口腔粘膜に発
症する難治性の炎症性角化病変であり，原因の特定が
困難であるため，ステロイドを使用した対症療法を続
けることがしばしばある．しかし，それら誘発する要
因を取り除くことにより症状が軽快するとされてい
る2）．好発年齢・性差としては，50～60歳代の女性に
好発し，今回の症例においては高齢の女性であった．
口腔扁平苔癬の原因として，口腔内に使用される金属
などの修復材料に対するアレルギーが多く報告されて

いる3）．アレルギーの関与が疑われる症例においては，
パッチテストなどのアレルギー検査および口腔内修復
物の成分分析を施行し，感作の原因物質を特定する必
要がある4）．近年では，口腔内修復物を除去すること
なく，非破壊的金属元素分析により，低侵襲で原因
補綴物を同定することが可能である5）という報告もあ
る．今回，我々は即時重合レジンによる義歯増歯修理
後の症状出現から義歯用アクリル系レジンが発症・増
悪因子と考えられる症例を経験した．一般的に，歯科
用レジン系材料による感作は未反応の残留モノマーに
起因するものだと考えられており，重合時に残留した
レジンモノマー（0.2～5％）が口腔内に溶出すること
により，口腔粘膜に白色病変を主とする多彩なアレル

図 2　加熱重合レジン義歯新製時の口腔内写真
両側頬粘膜の発赤・びらんは改善するも，線状・網状の白斑はほとんど改善していない．

図 3　加熱重合レジン義歯新製半年後の口腔内写真．
両側頬粘膜にわずかながら線状の白斑を認める．
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ギー症状を示すとされている．また，MMA，HEMA
などのレジンモノマー自身が抗原になるだけでなく，
ニッケルアレルギーなどの他の抗原に対するアレル
ギーを助長する可能性がある6）という報告もされてい
る．今回の症例では，義歯用アクリルレジンの関与が
強く疑われたため，ただちに義歯を除去することで原
因の特定を行うことが可能ではあったが，本来ならば，
通法通りパッチテスト等のアレルギー検査を行うこと
により，より明確に感作物質を特定する必要がある．
一般的に，口腔扁平苔癬は遅延型アレルギーとして

知られており，症状の出現までには長期の経過をたど
ることもある．今回の症例では，義歯修理後から徐々
に症状が認められ，特徴的な遅延型アレルギーの病態
であったが，モノマーによる即時アレルギーを呈した
症例7）も報告されている．レジンによるアレルギー発
症時にはモノマーの残留を疑う必要がある．実際に，
アクリル樹脂であるメチルメタクリレート（MMA）
の重合体とポリメチルメタクリレート（PMMA）と
の重合硬化過程において，残った MMA の残留モノ
マーがアレルギー反応を起こすといわれている8）．本
症例では，義歯修理に用いた即時重合レジンという残
留モノマーが多いレジンにより，アレルギー反応が誘
発されたと考えられ，残留モノマーが比較的少ない同
種の加熱重合レジンによって義歯を新製した後にも症
状が残存したと考えられる．症状が残存する要因とし
て，今回の患者では，口腔内清掃状態やプラークコン
トロールにおいて特記する所見は認めなかったが，辺
縁性歯周炎などの慢性炎症性病変が口腔扁平苔癬の治
癒を遅延させる9）との報告もある．
口腔扁平苔癬はアレルギー反応に起因するものが多

く，原因の特定が難しいことから，現病歴を詳細に聞
き出すことが不可欠であると考えられる．本症例はか
かりつけ歯科医院からの紹介であり，発症時からその
数週間前の生活状況，かかりつけ歯科医院での治療経
過を問診や紹介状の内容によって確認できたため，第
一に義歯用アクリル系レジンを原因と考えることが可
能であった．したがって，口腔扁平苔癬を疑う場合に
は患者からの情報収集や医療機関における密な連携が
非常に大切であると考えられた．また，今回のような
歯科用材料による口腔扁平苔癬様の変化を示す症例は
少なくなく， 我々は抗原となり得る材料を多用する立
場であることを自覚して，常に口腔内の変化を注意深
く観察する必要がある．

結 論

今回，我々はアクリル系レジンが原因と考えられた
口腔扁平苔癬様病変を経験し，ポリエステル系レジン
を使用した義歯を新製した結果，良好な経過が得られ
た．口腔扁平苔癬はアレルギー反応に起因するものが
多いことから，患者の情報を十分聴取し，原因を探索
することが治療に不可欠であると考えられた．
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